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第 ７ 回 復 興 道 路 会 議 ～福島県～

日 時：平成２９年 ６月２７日（火）

１３：３０～

場 所：杉妻会館 ４階 牡丹の間

議 事 次 第

１．挨 拶

国土交通省 東北地方整備局 道路部長

福島県 土木部長

２．議 事

１）復興道路・復興支援道路の今後の進め方

について

２）復興道路等を活かした地域振興支援策、

地域づくり事例の情報共有について

３）その他

資料１～３

資料４～１０



第７回復興道路会議～福島県～　配席図 杉妻会館 ４階 牡丹の間

平成２９年６月２７日（火）　１３：３０～
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役　　職　　名 氏　　名

　福島県土木部長 大河原　聡

　福島県農林水産部長 佐竹　浩

　福島県教育委員会　政策監 熊田　孝

　福島市副市長 山本　克也
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　国見町副町長 佐藤　弘利

　川俣町副町長 山田　清貴

　新地町副町長 佐藤　清孝

　飯舘村副村長 門馬　伸市

　一般社団法人東北経済連合会 専務理事 大江　修

　福島県商工会議所連合会 専務理事 石井　浩

　福島経済同友会 事務局長　 渡辺　光則

　株式会社福島民報社 編集局長 鞍田 炎

　福島民友新聞株式会社 編集局長 菊池　克彦

　東日本高速道路株式会社東北支社　建設事業部長 澤田石　貞彦

　復興庁　福島復興局次長 阿部　徹

　国土交通省 東北地方整備局　道路部長 山田　哲也

　国土交通省 東北地方整備局　福島河川国道事務所長 石井　宏明

　国土交通省 東北地方整備局　磐城国道事務所長 松田　和香

敬称略

「復 興 道 路 会 議 ～ 福 島 県 ～」



復 興 道 路 会 議 ～ 福 島 県 ～

規 約

(名 称)

第１条 本会議は、｢復興道路会議～福島県～｣と称する。

(目 的)

第２条 本会議は、東日本大震災からの復興に向けたリーディングプロジェクトとなる復

興道路等の早期完成を図るため、全ての関係者に対する事業進捗への合意形成と、

国・県・市町村・関係機関の連携による課題解決を目的として開催する。

(協議事項)

第３条 本会議は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる連絡及び調整を行う。

一 事業の合意形成に関する事項

二 事業促進の課題解決に関する事項

三 その他本会の目的を達成するために必要な事項

(対象事業)

第４条 本会議で対象とする復興道路は、以下のとおりとする。

一 東北中央自動車道（相馬～福島）

二 その他

(組 織)

第５条 本会議は、以下の構成員をもって組織する。

一 福島県、復興庁 福島復興局

国土交通省 東北地方整備局、東日本高速道路(株)東北支社

二 復興道路等の関係市町村

三 地域経済界及び報道関係代表

(事務局)

第６条 本会議の庶務は、福島県土木部及び国土交通省東北地方整備局道路部において処

理する。

（雑 則）

第７条 この規約に定めるもののほか、本会議の運営に関して必要な事項は会議において

定める。



復興道路・復興支援道路の概要

東北横断自動車道釜石秋田線
（釜石～花巻） 80km

［震災後新規区間 17km］

宮古盛岡横断道路
（宮古～盛岡） 66km

［震災後新規区間 35km］

三
陸
沿
岸
道
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㎞
359

［
震
災
後
新
規
区
間

㎞
］

148

東北中央自動車道
（相馬～福島） 45km

［震災後新規区間 23km］

国土交通省が中心となって整備を行っている
復興道路・復興支援道路の路線全長550km
［震災後新規区間223km（約４割）］

みやぎ県北高速幹線道路 24km
［震災後新規区間 11km］

（宮城県）

H29.3.31現在

うち
震災後開通

うち
震災後新規

約　359km 　170km 41km 189km 148km

約　 66km 24km 23km 42km 35km

約　 80km 63km 33km 17km 17km

約　 45km 11km 11km 34km 23km

約　550km 268km 108km 282km 223km

約 　24km 9km 9km 11km 11km

計

計画延長 開通延長 事業中延長

 みやぎ県北高速幹線道路

 東北横断道釜石秋田線
 (釜石～花巻)

 東北中央道
 (相馬～福島)

 三陸沿岸道路

 宮古盛岡横断道路

路　　線　　名
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阿武隈
東道路

阿武隈東
～阿武隈

霊山
道路

相馬～
相馬西

12.0km12.2km 5.0km 10.5km 6.0km

福島県内の概要

東北中央自動車道
（相馬～福島） 約45km

H30
開通予定

H29
開通予定

H29
開通予定

H29.3.31現在

（仮）国道４号
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Ｊ
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H28.10.28開通見通し
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　　　広　域　図

福島県

H29開通予定区間

H29.3.26開通

うち
震災後開通

うち
震災後新規

約　359km 170km 41km 189km 148km

約　 66km 24km 23km 42km 35km

約　 80km 63km 33km 17km 17km

約　 45km 11km 11km 34km 23km

うち、福島県 約　 45km 11km 11km 34km 23km

約　550km 268km 108km 282km 223km

うち、福島県 約　 45km 11km 11km 34km 23km

 東北中央道
 (相馬～福島)

合　　計

事業中延長路　　線　　名 計画延長 開通延長

 三陸沿岸道路

 宮古盛岡横断道路

 東北横断道釜石秋田線
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1
0
0
%

1
箇

所
/
1
箇

所
解

除
済

1
0
0
%

約
9
0
%

3
箇

所
/
3
箇

所
解

除
済

1
0
0
%

1
0
0
%

3
箇

所
/
3
箇

所
解

除
済

約
7
9
%

約
4
5
%

約
9
1
%

約
6
2
%

H
2
9
年

度

霊
山

～
福

島

5
.0

k
m

1
2
.2

k
m

一
部

 H
3
2
年

度
対

象
外

阿
武

隈
東

～
阿

武
隈

相
馬

西
道

路
（
相

馬
～

相
馬

西
）

霊
山

道
路

H
3
0
年

度
6
.0

k
m

・
用

地
取

得
、

工
事

の
推

進

1
2
.0

k
m

路
線

名
事

業
区

間
名

延
　

長
開

通
予

定
事

業
進

捗
上

の
課

題

下
段

：
H
2
9
.3

.3
1
現

在

上
段

：
H
2
8
.3

.3
1
現

在

H
2
9
年

度

※
1
：
用
地
進
捗
率
＝
取
得
済
面
積
（h

a）
／
必
要
面
積
（h

a）
※
2
：
埋
蔵
文
化
財
調
査
完
了
率
＝
本
調
査
完
了
面
積
（h
a）
／
調
査
対
象
面
積
（h

a）

※
1

※
2

資
料

－
２

※
1

※
2

4



復興道路・復興支援道路の「見える化」（平成２８年度）

◆復興道路・復興支援道路の見える化の取り組み

○起工式、現場見学会、自治体での事業進捗等の見える化を紹介

○東北地方整備局の復興道路ホームページで情報発信

○住民参加による各種式典の開催

・式典への住民参加事例を紹介

○現場見学会における進捗状況の説明

・夏休みを活用した現場見学会を紹介

○市町村役場等における進捗状況発信

・市町村役場、道の駅、観光施設等においてモニター、説明看板、
かわら版、ホームページによる情報発信を紹介

○地域とのコミュニケーションを重視した取り組み

・施工企業のＣＳＲ活動の見える化を紹介

◆市町村別における「見える化」の取り組み

○岩手県内

・市町村で実施する現場見学会や広報に掲載等の取り組みを紹介

○宮城県内

○福島県内

・好事例を紹介

・市町村で実施する現場見学会や広報に掲載等の取り組みを紹介

・市町村で実施する現場見学会や広報に掲載等の取り組みを紹介

・好事例を紹介

・好事例を紹介

資料－３
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復興道路・復興支援道路の見える化（平成２８年度）

◇起工式・貫通式等

◇現場見学会等

◇市町村等での
進捗状況等の発信

三陸沿岸道路 吉浜釜石道路
（岩手県釜石市）（H28年6月）

式典20回開催

新聞報道33回

テレビ放映14回

三陸沿岸道路 気仙沼道路
（宮城県気仙沼市）（H28年10月）

144回開催
約3,810人参加

東北地方整備局 復興道路HP

合計132箇所で進捗状況等
の発信を行った。

・市町村ロビー 34箇所

・道の駅等 37箇所

・現地看板 61箇所

相馬福島道路（福島県福島市）

～国土交通省が中心となって整備を進めている路線550kmのうち
268kmが開通済み、235kmが開通見通し公表済み～

◇HP等による情報発信

6



●
住
民
参
加
に
よ
る

各
種
式
典
の
開
催

◆
工
事
の
節
目
に
行
う
式
典
（
貫
通
式
、
連
結
式
）
に
お
い
て
住
民
参
加
の
各
種
式
典
を
開
催
。

◆
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
。

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
（
１
）

【
相
馬
福
島
道
路

霊
山
道
路
】

月
舘
高
架
橋
（
仮
称
）
連
結
式
《
福
島
県
伊
達
市
》

▲
地

域
の

方
々

や
地

元
の

小
学

生
等

を
招

い
て

連
結

式
を

開
催

（
H
2
8
.
1
0
.
2
7
）

り
ょ
う
ぜ

ん

つ
き

だ
て

橋
面
お

絵
か

き

霊
山

太
鼓

演
奏

地
域

の
方

々
へ

の
お

披
露

目
会

※
月
舘
高
架
橋
の
現
場
見
学
会
(
H
2
5
～
H
2
8
)

３
６
回
開
催
、
１
，
０
７
８
人
参
加
【
相
馬
福
島
道
路
の
約
４
割
】

▲
月

舘
高
架

橋
の
施
工
時
状
況

7



●
住
民
参
加
に
よ
る

各
種
式
典
の
開
催

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
（
１
）

【
相

馬
福

島
道

路
相

馬
西

道
路

】

円
渕
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
貫
通
式
《
福
島
県
相
馬
市
》

▲
地
元
小
学
生
等
を
招
き
開
催
。
(
H
2
8
.
8
.
4
)

そ
う
ま
に

し

【
三
陸
沿
岸
道
路

吉
浜
釜
石
道
路
】

新
鍬
台
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
貫
通
式

《
岩
手
県
釜
石
市
》

(
H
2
8
.
1
0
.
3
)

▲
三
陸
沿
岸
道
路
最
長
（
約
3
,
3
3
0
ｍ
）
と
な
る
ト
ン

ネ
ル
の
貫
通
式
に
、
地
域
の
方
々
等
を
招
き
開
催
。

（
H
2
8
.
1
0
.
3
）

し
ん

く
わ

だ
い

よ
し
は
ま

か
ま
い

し

え
ん

ぶ
ち

◆
工
事
の
節
目
に
行
う
式
典
（
貫
通
式
、
連
結
式
）
に
お
い
て
住
民
参
加
の
各
種
式
典
を
開
催
。

◆
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
。
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復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
（
２
）

●
現
場

見
学
会
に
お
け
る
進
捗
状
況
の
説
明

▲
布

川
大

橋
（

仮
称

）
の

配
筋

状
況

等
を

見
学

（
H
2
8
.
1
0
.
1
3
）

【
相
馬
福
島
道
路

霊
山
道
路
】

地
元
の
高
校
生
に
よ
る
現
場
見
学
会

《
福
島
県
伊
達
市
》

り
ょ
う
ぜ

ん

▲
コ

ン
ク

リ
ー

ト
練

り
の

体
験

学
習

（
H
2
8
.
1
1
.
1
7
）

【
相
馬
福
島
道
路

阿
武
隈
東
～
阿
武
隈
】

地
元
の
小
学
生
に
よ
る
現
場
見
学
会

《
福
島
県
伊
達
市
》

あ
ぶ
く
ま

ひ
が
し

あ
ぶ
く
ま

【
相
馬
福
島
道
路

霊
山
道
路
】

地
元
の
町
内
会
に
よ
る
現
場
見
学
会

《
福
島
県
伊
達
市
》

り
ょ

う
ぜ

ん

▲
月

舘
高

架
橋

（
仮

称
）

を
見

学
（

H
2
8
.
1
2
.
5
）

つ
き
だ
て

ぬ
の
が
わ

◆
小
中
学
生
や
地
域
の
方
々
、
土
木
を
専
門
に
学
ん
で
い
る
高
校
生
・
大
学
生
、
復
興
道
路
等
の
事
業
を
支
援

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
団
体
や
自
治
体
等
、
様
々
な
方
々
が
現
場
見
学
に
参
加
。

◆
夏
休
み
活
用
し
、
親
子
で
参
加
で
き
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
現
場
見
学
会
を
開
催
。

9



復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
（
２
）

●
現
場

見
学
会
に
お
け
る
進
捗
状
況
の
説
明

【
相
馬
福
島
道
路

相
馬
西
道
路
】

親
子
参
加
に
よ
る
現
場
見
学
会

《
福
島
県
相
馬
市
》

▲
円

渕
ト

ン
ネ

ル
（

仮
称

）
で

ト
ン

ネ
ル

工
事

機
械

の
操

縦
体

験
（

H
2
8
.
8
.
6
）

そ
う
ま
に

し

え
ん
ぶ
ち

【
相
馬
福
島
道
路

相
馬
西
道
路
】

地
元
の
高
校
生
に
よ
る
現
場
見
学
会

《
福
島
県
相
馬
市
》

▲
鉄

筋
結

束
の

体
験

学
習

を
併

用
し

た
現

場
見

学
（

H
2
8
.
7
.
5
）

そ
う
ま
に

し

◆
小
中
学
生
や
地
域
の
方
々
、
土
木
を
専
門
に
学
ん
で
い
る
高
校
生
・
大
学
生
、
復
興
道
路
等
の
事
業
を
支
援

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
団
体
や
自
治
体
等
、
様
々
な
方
々
が
現
場
見
学
に
参
加
。

◆
夏
休
み
活
用
し
、
親
子
で
参
加
で
き
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
現
場
見
学
会
を
開
催
。

10



復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
（
２
）

◆
小
中
学
生
や
地
域
の
方
々
、
土
木
を
専
門
に
学
ん
で
い
る
高
校
生
・
大
学
生
、
復
興
道
路
等
の
事
業
を
支
援

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
団
体
や
自
治
体
等
、
様
々
な
方
々
が
現
場
見
学
に
参
加
。

◆
夏
休
み
活
用
し
、
親
子
で
参
加
で
き
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
現
場
見
学
会
を
開
催
。

【
三
陸
沿
岸
道
路

唐
桑
高
田
道
路
】

地
元
の
小
学
生
に
よ
る
現
場
見
学
会

《
宮
城
県
気
仙
沼
市
》

▲
（

仮
称

）
県

境
ト

ン
ネ

ル
を

見
学

（
H
2
8
.
7
.
3
1
）

か
ら
く
わ

た
か
だ

▲
区

界
道

路
を

見
学

（
H
2
8
.
7
.
2
9
）

【
宮
古
盛
岡
横
断
道
路

区
界
道
路
】

自
治
体
職
員
に
よ
る
現
場
見
学
会

《
岩
手
県
盛
岡
市
》

く
ざ

か
い

●
現
場

見
学
会
に
お
け
る
進
捗
状
況
の
説
明

11



●
市
町

村
役
場
等
に
お
け
る
進
捗
状
況
発
信

▲
統

一
看
板

へ
の

開
通

目
標

の
掲

示
（

福
島

県
伊

達
市

）

▲
進
捗

状
況
を
お
知
ら
せ
す
る

「
か
わ

ら
版
」

▲
東
北
地
方
整
備
局
の
復
興
道
路

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
Ｈ
Ｐ
）

検
索

復
興

道
路

◆
地
域
の
方
々
が
集
ま
る
市
町
村
役
場
、
道
の
駅
や
観
光
客
が
集
ま
る
観
光
施
設
等
に
お
い
て
モ
ニ
タ
ー
、

か
わ
ら
版
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、
復
興
道
路
等
の
必
要
性
や
工
事
の
進
捗
状
況
を
発
信
。

◆
地
域
の
方
々
や
道
路
利
用
者
、
観
光
客
等
を
対
象
に
進
捗
状
況
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
を
実
施
。

①
復
興
道
路
等
の
沿
線
市
町
村
ロ
ビ
ー
等
に
お
け
る
情
報
提
供
の
工
夫

②
沿
線
道
の
駅
等
に
お
け
る
情
報
提
供
の

工
夫

④
「
か

わ
ら
版

」
や

Ｈ
Ｐ
に
よ
る
情

報
発

信

③
現
場
広
報
ポ
イ
ン
ト
に
お
け
る
説
明
看
板
の
工
夫

▲
「
吉
浜
釜
石
道
路

荒
川

ト
ン

ネ
ル

」
で

は
説
明
看
板
に
三
次
元

平
面

図
を

活
用

（
岩
手
県
釜
石
市
）

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
（
３
）

▲
市
役

所
２
階

の
廊

下
に
進

捗
状

況
等

を
紹

介
す
る
か

わ
ら
版

を
掲

示
（
福

島
県

相
馬

市
）

▲
道
の
駅
「
や
ま
び
こ
館
」
に
て
工
事
進
捗

状
況
の
発
信
（
岩
手
県
宮
古
市
）

▲
市

役
所
の

１
階

ロ
ビ

ー
で

モ
ニ

タ
ー

に
よ

り
情

報
を
発

信
（

岩
手

県
宮

古
市

）

▲
道

の
駅
「

上
品

の
郷

」
に

て
整

備
箇

所
の

写
真

な
ど
を

掲
示

（
宮

城
県

石
巻

市
）
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復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
（
４
）

◆
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
を
含
め
た
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
重
視
し
て
、
施
工
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
と
と
も
に
見
え
る
化
の
取
り
組
み
を
実
施
。

・
三
陸
沿
岸
道
路
山
田
宮
古
道
路
で
は
、
宮
古
警
察
署
及
び
津
軽
石
小
学
校
と
協
力
し
、
子
ど
も
達
の
安
全
確
保
及
び

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
警
察
の
連
携
強
化
を
図
る
活
動
の
一
環
と
し
て
、
“
「
こ
ど
も
１
１
０
番
」
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
声
か
け
訓
練
”
を

実
施

。
・
相
馬
福
島
道
路
霊
山
道
路
で
は
、
地
元
の
方
を
招
き
、
現
場
内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
。

▼
現
場
で

説
明

【
相
馬
福
島
道
路

霊
山
道
路
】

川
向
地
区
道
路
改
良
工
事
外

《
福
島
県
伊
達
市
》

▲
現

場
内

を
歩

く
参
加

者
（

H2
8
.
10
.
25
)

●
地
域

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
た
取
り
組
み

り
ょ
う
ぜ

ん

▲
地
域
の
小
学
校
の
生
徒
の
皆
様
と

『
こ
ど
も
１
１
０
番
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
声
か
け
実
施
訓
練
』
を
実

施
（
H
2
8
.
4
.
1
5
）

【
三
陸
沿
岸
道
路

山
田
宮
古
道
路
】

安
全
連
絡
協
議
会

《
岩
手
県
宮
古
市
》

や
ま
だ
み

や
こ
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○ 市町村別における「見える化」の取り組み 【岩手県】

盛岡市

・簗川福祉センター（簗川支所）に宮古盛岡横断道路事業概要パネル及び新区界トンネル工事進捗パネルを設
置
・松園連絡所（公民館）、中央公民館、上田公民館、区界高原少年自然の家、プラザおでって（観光文化情報プ
ラザ）に「宮古盛岡横断道路通信」を配布

宮古市

・川井総合事務所、新里総合事務所に宮古盛岡横断道路事業概要パネル及び新区界トンネル工事進捗パネ
ルを設置
・道の駅に事業紹介展示コーナーを確保
・市役所ロビーでの工事進捗情報提供モニター及び工事進捗チラシの設置
・三陸国道事務所と共催で事業進捗パネル展を開催
・道の駅「たろう」仮オープンイベントにて、事業紹介展示コーナーの設置【事例１】
・道の日in宮古　クリーン作戦への参加（宮古道路をまもる会）
・田老地区運動会の際のパネル展開催
・市広報でパネル展開催のお知らせや、工事進捗「宮古箱石道路の貫通式」を掲載

大船渡市
・市役所ロビーにモニターを設置し工事進捗状況をお知らせ（H25.1～継続）
・市役所ロビー吉浜地区拠点センター、道の駅「さんりく」で「工事状況のお知らせ」を配布

久慈市

・市役所・支所・公民館等での工事進捗チラシの設置、ＨＰへの掲載
・市広報紙に工事進捗状況を掲載
・久慈秋祭りにおける｢北リアスみちづくり女性の会｣と合同による道路整備促進啓発活動（チラシの配布）の実
施

遠野市
・「道の駅」遠野風の丘に事業進捗パネルを設置
・市役所ロビー及び後方支援資料館に事業進捗パネル等を設置（H27.3～）

陸前高田市
・市役所、及び復興まちづくり情報館に「工事状況のお知らせチラシ」を配置
・「復興まちづくり情報館」に復興道路等の工事進捗をお知らせするモニター、パネルを設置

釜石市

・市役所市民課及び各生活応援センターで「工事状況のお知らせ」を配布
・市役所市民課に復興道路等の工事進捗をお知らせするモニターを設置(継続)
・道の駅「釜石仙人峠」内で「釜石道路かわら版」を掲示・配布、モニターにより完成イメージＣＧを放映
・市作成の「撓まず屈せず～復旧・復興の歩み～」で復興道路について連載【事例２】

大槌町
・大槌町役場、中央公民館に「かわら版」を掲示、配布
・役場ロビー及びｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰに復興道路等の工事進捗をお知らせするモニターを設置

山田町

・役場及び町民ホールでの工事進捗チラシの設置
・町民ホールでの工事進捗情報提供モニターの設置
・町広報紙とともに工事進捗チラシの配布
・観光協会ブログで工事進捗を発信
・山田町ウオーキングイベントとして、山田宮古道路を会場として提供（約３．５ｋｍ）

岩泉町
・役場での工事進捗チラシの設置
・工事進捗チラシの施工業者との連名発行、町内回覧とともに工事進捗チラシの配布
・町広報紙に工事進捗状況を掲載

田野畑村
・役場での工事進捗チラシの設置
・田野畑牛乳フェアの際のパネル展開催
・村広報紙に協議会における清掃活動や現場見学会記事などを掲載

普代村
・役場での工事進捗チラシの設置
・村広報紙に工事内容、施工業者の紹介記事を掲載
・ふだいまるごと元気市の際のパネル展開催

野田村
・役場内電子掲示板での工事進捗状況の提供
・地区回覧とともに工事進捗チラシの配布
・村広報紙に工事進捗状況を掲載

洋野町

・町役場ロビーでのパネルの展示設置
・町役場(支所),郵便局,町公共施設に工事進捗チラシを配布
・町内イベント（文化祭等）の際のパネル展開催
・いわて国体開催期間中の交通輸送業務に協力(臨時駐車場地を提供）
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【岩手県】

【事例１】道の駅「たろう」仮オープンイベントにて、
事業紹介展示コーナーの設置（宮古市）

【事例２】市作成の「撓まず屈せず～復旧・復興の歩み～」
で復興道路について連載（釜石市）
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石巻市
・病院イベント（赤十字健康まつり）において復興道路の整備状況パネル展を開催【事例１】
・市の総合防災訓練において三陸沿岸道路の避難階段を利用した訓練を実施
・市政教室において三陸沿岸道路の４車線化工事を紹介

塩竃市
・市広報誌で復興特集を毎月掲載
・平成25年9月より、市役所ロビーに復興情報コーナーを設置
・宮城県と塩竃市が連携し、市内大型商業施設に復興情報コーナーを設置

気仙沼市
・「海の市」に気仙沼湾横断橋の模型を展示
・「海の市」において復興道路等の工事進捗を知らせるパネルを展示
・市広報誌で三陸沿岸道路の進捗情報を掲載【事例２】

登米市 ・迫総合支所において復興道路等の工事進捗を知らせるパネルを展示

南三陸町
・さんさん商店街において復興道路等の工事進捗を知らせるパネルを展示
・町広報誌にて整備状況を周知

東松島市 ・市の総合防災訓練において矢本石巻道路の避難階段を利用した訓練を実施

○ 市町村別における「見える化」の取り組み 【宮城県】
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【事例２】広報誌で進捗情報を発信（気仙沼市）

【事例１】病院のイベントで復興パネルを展示（石巻市）

【宮城県】

17



福島市
・福島市ホームページで復興道路を紹介
・市役所展望ロビー等2箇所において、復興支援道路の事業概要・工事進捗をお知らせするパネルを設置

相馬市

・ホームページや広報誌「広報そうま」に事業進捗状況等を掲載（H28継続）
・市役所ロビーにおいて復興道路工事の進捗状況を掲載(H28継続）
・市役所ロビーにおいて、開通に向けた民間事業者等の期待のメッセージ（ビデオレター）を放映
【事例１】

南相馬市 ・市役所ロビーにおいて復興道路工事の進捗状況を掲載(H28継続）

伊達市
・伊達市ホームページや広報誌「だて市政だより」による事業概要・工事進捗等の情報提供【事例２】
・市役所及び支所等5箇所において、復興支援道路の事業概要・工事進捗をお知らせするパネルを設置
・市内各小・中学校22校に工事状況ポスターを掲示

桑折町
・広報誌「広報こおり」に復興道路の記事を掲載。
・桑折町役場・睦合公民館において、復興道路の事業概要・工事進捗の状況を周知するパネルを設置
・桑折町ホームページのトップに復興道路・事業促進PPPのバナーを設定し紹介

国見町 ・国見町ホームページに復興道路紹介ホームページをリンク

新地町 ・町役場ロビーにおいて復興道路工事の進捗状況を掲載(H28継続）

○ 市町村別における「見える化」の取り組み 【福島県】
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【事例１】市役所ロビー、廊下等で期待と進捗状況等を紹介（相馬市）

【事例２】広報誌に復興道路の記事を掲載（伊達市）

平成28年5月号 平成28年8月号

平成28年10月号 平成28年12月号

【福島県】

19



資
料

４
【
福

島
県

】

平
成

２
９

年
６

月
２

７
日

福
島

県

相
馬

福
島

道
路

を
活

か
し

て
～

復
興

に
向

け
た

取
り

組
み

～

20



北
海

道
1,
17

0

青
森

23
5

新
潟

2,
82

3

秋
田

50
3

山
形

2,
10

3

茨
城

3,
60

2

栃
木

2,
80

5
群

馬
82

9
富

山 90

千
葉

2,
44

8

埼
玉
3,
59

8

山
梨
57

0

福
井

12
5

石
川 99

東
京
4,
56

0

長
野

68
6

神
奈

川
2,
10

1

三
重

14
8

静
岡

52
9

愛
知

59
6

岐
阜

15
1

大
阪
54京

都
35

7
島

根 57
滋

賀
14

0

鳥
取 80

和
歌

山
28

兵
庫

45
1

岡
山

26
8

広
島

18
5

山
口
60

徳
島
26

香
川
40

愛
媛 84 高
知
37

福
岡

32
7

長
崎 71

熊
本

10
5

大
分 95

宮
崎

14
4

鹿
児

島
83

沖
縄

18
4

奈
良
70

岩
手

37
2

宮
城

2,
66

3

佐
賀 67

資
料

４
【
福

島
県

】

（
平

成
２

９
年

５
月

現
在

）

・
未

だ
に

約
６

万
人

が
県

内
外

で
避

難
生

活
を

送
っ

て
い

る
。

・
避

難
生

活
の

長
期

化
に

伴
い

、
避

難
者

の
課

題
が

多
様

化
・
複

雑
化

し
て

い
る

。

帰
還

困
難

区
域

居
住

制
限

区
域

避
難

指
示

解
除

準
備

区
域

沖
縄

18
4

県
外

避
難

者
県

内
避

難
者

1

避
難

者
の

推
移

○
浜

通
り

の
被

災
地

と
中

通
り

、
山

形
県

、
新

潟
県

の
避

難
先

を
結

ぶ
連

携
が

不
可

欠
で

あ
り

、
相

馬
福

島
道

路
の

役
割

は
大

き
い

21



資
料

４
【
福

島
県

】

・
地

震
･津

波
被

災
者

、
原

発
避

難
者

の
た

め
の

復
興

公
営

住
宅

を
整

備
し

て
い

る
。

・
現

在
ま

で
に

６
，

２
５

７
戸

（
７

，
６

９
７

戸
）を

整
備

（
約

８
１

％
完

成
）
し

て
い

る
。

2
（
平

成
２

９
年

５
月

末
現

在
）

い
わ

き
市

１
,７

６
８

戸

１
,５

１
３

戸

福
島

第
１

原
発

楢
葉

町
１

４
１

戸

南
相

馬
市

９
２

７
戸

３
５

０
戸

鏡
石

町
２

４
戸

新
地

町
１

２
９

戸

１
０

０
戸

福
島

市
４

７
５

戸

相
馬

市
３

９
８

戸

矢
吹

町
５

２
戸

（
3
5
0
戸

8
1
1
戸

完
成

）

は
地

震
・
津

波
被

災
者

向
け

は
原

発
避

難
者

向
け

６
２

戸
広

野
町

５
８

戸
須

賀
川

市

会
津

若
松

市
１

３
４

戸

６
１

戸
本

宮
市

１
２

０
戸

川
俣

町

二
本

松
市

３
４

６
戸

大
玉

村
６

７
戸

２
１

７
戸

三
春

町

１
６

戸

４
０

戸

白
河

市

１
８

戸
田

村
市

郡
山

市
５

７
０

戸

（
5
7
0
戸

完
成

）

（
3
9
8
戸

完
成

）

（
6
2
戸

完
成

）

（
4
1
5
戸

完
成

）

（
1
3
4
戸

完
成

）

（
1
0
0
戸

完
成

）

（
2
4
戸

完
成

）

（
1
6
戸

4
0
戸

完
成

）

※
数

字
は

整
備

予
定

戸
数

桑
折

町
２

２
戸

６
４

戸

（
2
2
戸

6
4
戸

完
成

）

２
５

戸
川

内
村 （

2
5
戸

完
成

）

（
5
2
戸

完
成

）

（
5
9
戸

完
成

）

（
6
1
戸

完
成

）

（
1
2
9
戸

完
成

）

（
1
,5

1
3
戸

6
7
1
戸

完
成

）

（
1
9
8
戸

完
成

）（
3
1
3
戸

完
成

）

（
1
2
0
戸

完
成

）

（
9
2
戸

完
成

）

（
1
8
戸

完
成

）

被
災

地
と

内
陸

部
の

道
路

網
を

強
化

⇒
被

災
者

を
支

援

区
分

整
備

予
定

完
成

地 震 ・ 津 波

被 災 者

2
,8

0
7
戸

（
１

１
市

町
村

）
2
,7

5
8

戸

原 発 避 難 者

4
,8

9
0
戸

（
県

主
体

）
H

2
9
年

度
完

成
予

定

3
,4

9
9

戸

飯
坂

団
地

（
福

島
市

）

22



会
津

南
会

津

５
４

５

５
,９

２
３

人
の

雇
用

創
出

見
込

み
○

県
内

に
工

場
等

を
新

設
又

は
増

設
す

る
企

業
を

支
援

し
、

生
産

規
模

の
拡

大
と

雇
用

を
創

出
し

ま
す

。

平
成

2
8
年

9
月

末
現

在

4
7
1
社

を
指

定

太
陽

光
関

連
部

品
製

造

須
賀

川
市

新
設

加
工

紙
製

造

伊
達

市

パ
ル

プ
・紙

・紙
加

工
品

製
造

福
島

市

ラ
ン

ド
セ

ル
製

造

会
津

若
松

市
新

設

電
気

計
測

器
製

造

郡
山

市

3

・
浜

通
り

沖
で

の
試

験
操

業
対

象
種

が
増

加
し

、
水

揚
げ

さ
れ

た
漁

獲
量

も
増

え
て

お
り

、
復

興
道

路
の

整
備

に
よ

り
、

中
通

り
方

面
へ

の
出

荷
量

増
大

に
よ

る
、

漁
業

再
興

が
期

待
さ

れ
る

。
・
支

援
事

業
等

に
よ

り
、

県
内

各
地

に
お

い
て

、
工

場
等

を
新

設
・
増

設
す

る
企

業
を

支
援

し
、

雇
用

の
拡

大
を

図
っ

て
お

り
、

復
興

道
路

の
整

備
に

よ
り

大
量

輸
送

が
可

能
と

な
り

、
企

業
立

地
の

増
加

と
雇

用
の

拡
大

に
つ

な
が

る
。

１
沿

岸
漁

業
の

試
験

操
業

の
拡

大

【
沿

岸
漁

業
の

試
験

操
業

】
【
ふ

く
し

ま
産

業
復

興
企

業
立

地
支

援
事

業
】

資
料

４
【
福

島
県

】

＜
水

産
関

連
施

設
の

復
旧

状
況

＞

魚
市

場
(相

馬
市

）

・
輸

送
範

囲
が

広
が

り
、

福
島

県
内

陸
部

や
山

形
県

方
面

な
ど

販
路

拡
大

。
・
本

操
業

に
向

け
て

強
力

な
後

押
し

。

○
相

馬
福

島
道

路
の

開
通

に
よ

り
…

H2
0年

H2
1年

H2
2年

H2
3年

H2
4年

H2
5年

H2
6年

H2
7年

海
面

漁
業

生
産

額

※
Ｈ

２
７

年
の

値
は

「
平

成
２

７
年

漁
業

生
産

額
（
第

１
報

）
」
に

よ
る

電
気

機
械

器
具

製
造

南
相

馬
市

増
設

医
薬

品
原

薬
製

造

広
野

町
増

設

自
動

車
関

連
部

品
製

造

田
村

市
増

設

福
島

県
内

の
工

場
[敷

地
面

積
1
,0

0
0
㎡

以
上

]新
･増

設
状

況

※
県

工
業

開
発

条
例

に
基

づ
く
設

置
届

出
件

数

工
場

新
増

設
の

動
き

02040608010
0

12
0

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

22
 2
4 
33

 4
3 
49

  23
  1
3 1

6 
34

 60
  5
6  3

5 
35

  2
0 

32
 4
3 
55

 60
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 18
 42
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増
設

新
設

５
４

６
７

８
８１

０
３

１
０

０ ７
５

２
３

４
２

５
２１

０
２

１
０

２ ７
０

８
０

４
７

増
設

新
設

新
設

２
企

業
誘

致
の

促
進

い
わ

き

相
双

県
北

県
南

8
7

県
中８
０

１２
５

６
２

５
８
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4

・
重

要
港

湾
相

馬
港

周
辺

や
相

馬
中

核
工

業
団

地
の

立
地

企
業

か
ら

県
北

地
方

や
山

形
県

へ
の

新
た

な
物

流
の

発
生

や
、

相
馬

港
を

活
用

し
た

大
量

輸
送

に
よ

り
、

企
業

活
動

の
活

性
化

が
期

待
さ

れ
る

。
・
浜

通
り

の
再

生
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
拠

点
や

研
究

開
発

施
設

の
支

援
を

は
じ

め
関

連
企

業
の

集
積

に
寄

与
す

る

資
料

４
【
福

島
県

】

【
相

馬
港

周
辺

企
業

立
地

状
況

】
沿

岸
部

大
規

模
太

陽
光

発
電

事
業

沿
岸

部
大

規
模

太
陽

光
発

電
事

業

南
相

馬
市

南
相

馬
市

平
成
30

年
運

用
開

始
予

定

大
熊

町
大

熊
町

大
熊

町
ふ

る
さ

と
再

興
メ

ガ
ソ

ー
ラ

ー
大

熊
町

ふ
る

さ
と

再
興

メ
ガ

ソ
ー

ラ
ー

稼
働

中

福
島

県
の

水
産

業
振

興
に

向
け

た
調

査
研

究
の

た
め

の
拠

点
を

復
旧

整
備

。

（（
株
)Ａ

Ｄ
Ｅ

Ｋ
Ａ

相
馬

工
場

敷
地

内
）

＜
進

捗
状

況
等

＞

構
想

完
成

着
工

設
計

H
2
7
 ～

：
建

設
工

事
等

H
3
0
年

度
：

供
用

開
始

を
目

指
す

H2
8.
1

着
工

イ
メ

ー
ジ

相
馬

市
相

馬
市

避
難

地
域

等
の

営
農

再
開

、
農

業
再

生
に

向
け

た
調

査
研

究
の

た
め

の
拠

点
を

整
備

。
（旧

萱
浜

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
広

場
内

）

南
相

馬
市

南
相

馬
市

H2
8.
3.
25

開
所

新
地

町
・
相

馬
市

・
浪

江
町

・
楢

葉
町

新
地

町
・
相

馬
市

・
浪

江
町

・
楢

葉
町

ス
マ

ー
ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
構

想
の

推
進

ス
マ

ー
ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
構

想
の

推
進

復
興

の
ま

ち
づ

く
り

に
お

い
て

太
陽

光
や

風
力

等
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

Ｌ
Ｎ

Ｇ
に

よ
る

熱
電

供
給

な
ど

の
分

散
型

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

効
率

的
に

活
用

。 世
界

最
大

級
“ふ

くし
ま

新
風

”
（全

高
18
9m

）運
転

開
始

世
界

最
大

級
“ふ

くし
ま

新
風

”
（全

高
18
9m

）運
転

開
始

提
供

：
福

島
洋

上
風

力
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

福
島

県
沖

福
島

県
沖

浮
体

式
洋

上
風

力
発

電

実
証

研
究

事
業

浮
体

式
洋

上
風

力
発

電

実
証

研
究

事
業

浮
体

式
洋

上
風

力
発

電
シ

ス
テ

ム
の

安
全

性
、
信

頼
性

、
経

済
性

を
検

証
。
研

究
開

発
等

の
拠

点
を

形
成

し
、
風

力
発

電
関

連
産

業
の

集
積

を
目

指
す

。

[第
一

期
]

2
メ

ガ
ワ

ッ
ト

風
車

平
成

2
5
年

1
1
月

1
1
日

よ
り

運
転

開
始

[第
二

期
]

①
7
メ

ガ
ワ

ッ
ト

風
車

平
成

27
年

12
月

26
日

よ
り

運
転

開
始

②
5メ

ガ
ワ

ッ
ト
風

車

平
成

28
年

7月
20

日
設

置
、

試
運

転
中

稼
働

中

４
浜

通
り

の
再

生
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
拠

点
、

研
究

開
発

施
設

の
支

援

【
新

規
・
増

設
】

①
【
電

力
】
相

馬
共

同
火

力
発

電
(株

)、
②

【
化

学
薬

品
】
昭

和
電

工
(株

)
③

【
ガ

ス
】
石

油
資

源
開

発
(株

)、
④

【
電

力
】
福

島
ガ

ス
発

電
(株

)
【
相

馬
港

】
⑤

【
米

】
JA

パ
ー

ル
ラ

イ
ン

福
島

、
⑥

【
セ

メ
ン

ト
】
太

平
洋

セ
メ

ン
ト

、
⑦

【
鋼

材
】
(株

)ア
イ

・
テ

ッ
ク

【
相

馬
中

核
工

業
団

地
東

地
区

】
⑧

【
工

業
油

製
造

】
(株

)A
DE

KA
、

⑨
【
特

殊
樹

脂
製

造
】
ロ

ー
ム

・
ア

ン
ド

・
ハ

ー
ス

・
ジ

ャ
パ

ン
(株

)、
⑩

【
電

力
】
相

馬
エ

ネ
ル

ギ
ー

サ
ポ

ー
ト

⑪
【
太

陽
電

池
材

料
製

造
】
エ

ム
セ

テ
ッ

ク
(株

)、
⑫

【
電

力
】
相

馬
エ

ネ
ル

ギ
ー

パ
ー

ク
合

同
会

社
、

⑬
【
製

紙
用

顔
料

製
造

】
(株

)フ
ァ

イ
マ

テ
ッ

ク
、

⑭
【
石

膏
製

造
】
相

馬
石

膏
(株

)

３
重

要
港

湾
【
相

馬
港

】
か

ら
の

物
流

１

２
３

４

５

６

７

８

９
１

０

１
４

１
１

１
２

１
３
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5

・
常

磐
道

と
東

北
道

の
連

結
に

よ
り

、
新

た
な

産
業

・
雇

用
を

創
出

し
、

住
民

が
安

心
し

て
帰

還
し

、
働

き
続

け
る

浜
通

り
の

再
生

を
目

的
と

し
た

【
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
ト

構
想

】
に

係
る

物
流

を
支

え
、

安
定

し
た

産
業

形
態

の
構

築
と

関
連

産
業

の
集

積
が

期
待

さ
れ

る
。

資
料

４
【
福

島
県

】

国
内

外
の

研
究

者
等

が
集

い
、

ロ
ボ

ッ
ト

の
基

礎
的

・基
盤

的
な

研
究

等
を

行
う

。

＜
進

捗
状

況
等

＞

H
2
8
.1

0
～

：
設

計
等

構
想

完
成

着
工

設
計

災
害

対
応

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

実
証

試
験

や
性

能
評

価
を

行
う

。
＜

進
捗

状
況

等
＞

H
2
8
.9

～
：
設

計
等

H
3
0
年

度
：
順

次
開

所
予

定

構
想

完
成

着
工

設
計

浪
江

町
浪

江
町

南
相

馬
市

南
相

馬
市

大
熊

町
大

熊
町

構
想

完
成

設
計

着
工

燃
料

デ
ブ

リ
等

の
性

状
把

握
、

処
理

技
術

開
発

を
行

う
。

＜
進

捗
状

況
等

＞

H
2
8
.9

～
：
建

設
工

事
等

H
2
9
年

度
：
一

部
運

用
開

始
予

定

原
子

炉
格

納
容

器
の

調
査

・
補

修
用

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

・
実

証
実

験
を

行
う

。
ま

た
、

計
測

機
器

、
工

作
機

械
等

の
設

備
は

、
中

小
企

業
等

な
ど

一
般

に
よ

る
利

用
が

可
能

。

楢
葉

町
楢

葉
町

東
日

本
大

震
災

及
び

原

子
力

災
害

の
実

態
と

復
興

へ
の

取
組

を
正

し
く
伝

え
、

教
訓

と
し

て
、

国
を

越
え

、
世

代
を

超
え

て
継

承
・共

有
し

て
い

く
。

＜
進

捗
状

況
等

＞

H
2
8
.4

～
：
構

想
等

H
3
2
年

度
：
開

所
予

定

構
想

完
成

着
工

設
計

双
葉

町
双

葉
町

国
内

外
の

大
学

、
研

究
機

関
、

企
業

等
が

集
結

し
、

廃
炉

研
究

と
人

材
育

成
を

行
う

。

＜
進

捗
状

況
等

＞

構
想

完
成

着
工

設
計

H
2
8
.4

～
：
建

設
工

事
等

H
2
9
.4

  
：
開

所
予

定

富
岡

町
富

岡
町

南
相

馬
市

南
相

馬
市

５
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
ト

構
想

の
実

現

◆
技

術
者

研
修

拠
点

◆
国

際
産

学
官

共
同

研
究

施
設

（
放

射
線

の
知

識
を

必
要

と
し

た
多

様
な

研
究

分
野

）
◆

大
学

教
育

拠
点

◆
ス

マ
ー

ト
・
エ

コ
パ

ー
ク

◆
エ

ネ
ル

ギ
ー

関
連

産
業

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
ス

マ
ー

ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
形

成
、

水
素

に
よ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

貯
蔵

・
効

率
的

利
用

な
ど

）
◆

農
林

水
産

分
野

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
農

業
用

ロ
ボ

ッ
ト

の
開

発
・
実

証
、

Ｃ
Ｌ

Ｔ
の

推
進

、
水

産
研

究
拠

点
な

ど
）

福
島

県
浜

通
り

地
方

の
再

生

相
馬

福
島

道
路

25



・
『

相
馬

福
島

道
路

』
の

周
辺

道
路

の
要

対
策

箇
所

（
幅

員
狭

小
、

混
雑

等
）

の
道

路
改

良
等

を
実

施
し

、
ア

ク
セ

ス
性

向
上

を
図

る
。

・
復

興
拠

点
の

「
道

の
駅

」
や

第
３

次
医

療
施

設
と

の
ア

ク
セ

ス
を

向
上

さ
せ

、
復

興
の

支
援

や
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

に
寄

与
す

る
。

「
道

の
駅

」
い

い
た

て
村

の
道

の
駅

ま
で

い
館

原
発

災
害

か
ら

の
帰

村
時

の
日

常
生

活
に

備
え

、
産

業
復

興
を

図
る

場
と

し
て

、
復

興
拠

点
と

な
る

道
の

駅
※
H2

7年
度

重
点

「
道

の
駅

」
選

定

H
2
9
.8

.1
2

オ
ー

プ
ン

予
定

御
代

田
ト

ン
ネ

ル

国
道

３
４

９
号

御
代

田
バ

イ
パ

ス

国
道
34

9号
大

綱
木

工
区

【
道

路
改

良
】

国
道

１
１

５
号

相
馬

南
バ

イ
パ

ス

L=
2.
0k
m

平
成
32

年
度

開
通

目
標

国
道
39

9号
片

町
交

差
点

前
川

原
交

差
点

【
交

差
点

改
良

】
県

道
上

名
倉

飯
坂

伊
達

線
大

笹
生

工
区

【
道

路
改

良
】

国
道
11

5号
霊

山
工

区
【
部

分
拡

幅
】

国
道
11

5号
円

渕
工

区
【
線

形
改

良
】

6

４
車

線
化

整
備

相
馬

港
（
重

要
港

湾
）

松
川

浦

医
大

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

で
更

な
る

医
療

体
制

強
化

L=
7.
4k
m

平
成
32

年
度

開
通

目
標

資
料

４
【
福

島
県

】

相
馬

玉
野

ＩＣ

相
馬

山
上

ＩＣ

L
=
1
0
.7

km
平

成
1
6
年

4
月

事
業

化
平

成
2
9
年

3
月

2
6
日

開
通

福
島

Ｊ
Ｃ

Ｔ

大
笹

生
ＩＣ

県
道

上
名

倉
飯

坂
伊

達
線

大
笹

生
工

区
【
ＩＣ

整
備

】

阿
武

隈
東

道
路

福
島

県
立

医
大

病
院

国
道
11

4号
甚

年
坊

山
工

区
【
道

路
改

良
】

26
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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
「
各
市
街
地
の
都
市
機
能
を
補
完
し
、
伊
達
市
の
復
興
・
再
生
を
牽
引

す
る
戦
略
的
な
都
市
機
能
の
誘
導
を
図
る
べ
き
拠
点
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

相
馬
福
島
道
路
の

IC
の
整
備
を
契
機
に
、
交
通
ア
ク
セ
ス
条
件
や
都
市
機
能
の
集
積
、
良
好
な
地
域
環
境
な

ど
、
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
活
か
し
た
計
画
的
な
土
地
利
用
の
誘
導
や
将
来
を
見
据
え
た
望
ま
し
い
地
域
整
備
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
福
島
保
原
線
Ｉ
Ｃ
周
辺

2k
m

 圏
を
対
象
に
、
伊
達
市
の
将
来
の
発
展
を
見
据
え
た
地
域
整
備
構

想
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
構
想
の
実
現
に
向
け
た
整
備
方
策
や
整
備
効
果
等
を
検
討
し
、
構
想
を
策
定
。

背
景

・
目

的

伊
達

市

▼
相

馬
福

島
道

路
I
C
周

辺
土

地
利

用
構

想
の

検
討

過
程 整
合

を
図

る

資
料

６
-
１

40



相
馬

福
島

道
路

相
馬

山
上

IC

相
馬

玉
野

IC

(
仮

)
阿

武
隈

IC

(
仮

)
霊

山
IC

(
仮

)
福

島
保

原
線

I
C

(
仮

)
国

道
4号

IC
(
仮

)
福

島
北

JC
T

イ
メ
ー
ジ
図

伊
達

市
内

四
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
利

活
用

交
流

施
設

、
総

合
公

園
、
工

業
団

地
、
宅

地
開

発
、
多

機
能

型
複

合
施

設
等

を
整

備
⇒

広
域

交
流

・
連

携
の
拡

大
、
地

域
経

済
の
活

性
化

、
定

住
人

口
の
拡

大
に
よ
る
復

興
・
再

生
を
図

る
た
め
に
は
、
相

馬
福

島
道

路
の
全

線
開

通
が
必

要

道
の

駅
（

計
画

中
）

(仮
称

)保
原

新
工

業
団

地

保
原

総
合

公
園

拡
張

高
子

駅
北

地
区

住
宅

団
地

霊
山

高
原

構
想

多
機

能
型

複
合

施
設

イ
メ
ー
ジ
図

イ
メ
ー
ジ
図

イ
メ
ー
ジ
図

福
島
J
C
T

福
島
大
笹
生
IC

福
島
飯
坂
IC

国
見

I
C

相
馬

I
C

南
相
馬
鹿
島
ス
マ
ー
ト
IC

イ
メ
ー
ジ
図

イ
メ
ー
ジ
図

霊
山

高
原

の
既

存
資

源
と

新
規

資
源

を
組

み
合

せ
た

拠
点

整
備

と
地

域
活

性
化

策

総
合

的
な

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン
拠
点
と

し
て

公
園

機
能

の
拡

充

資
料

６
-
１
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上
保

原
小

学
校

高
子
沼

高
子

ハ
イ

タ
ウ

ン

高
子
舘
址

ノ
ー

ブ
ル

タ
ウ

ン
内

山
台

保
原

小
学
校

保
原
体
育
館

保
原
中
央
交
流
館

保
原
高
校

保
原
工
業
団
地

（
既
存
）

北
福
島
医
療

セ
ン
タ
ー

上
保

原
小

学
校

(
仮

)
福
島
保
原
線
I
C

IC
ア

ク
セ

ス
道

路
（

市
道

上
ノ

原
2

号
線

）
の

整
備

（

伊
達

市
役

所

（
増
設
）

資
料

６
-
１

S6
0発

売
、

H
5完

売
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00
0

50
0,

00
0

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

32
4,

73
1 

31
2,

26
3 

18
5,

26
2 20

3,
81

3 

16
0,

13
3 31

9,
59

4 

20
2,

26
2 25
8,

36
1 22

6,
34

4 

法
人

税
割

法
人

均
等

割

▼
法

人
住

民
税

1,
69

2 
1,

44
0 

1,
37

7 
1,

35
0 

1,
66

0 

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

(億
円

)

震
災

前
並

に
回

復

▼
製

造
品

出
荷

額

■
法

人
住

民
税

は
、
震

災
後

増
加

し
て
い
る
も
の
の
震

災
前

水
準

の
約

７
割

程
度

■
製
造
品
出

荷
額
は
震
災
前
の
水

準
ま
で
回

復

■
「I
C
周
辺
の
土
地
利
用
構
想
」を

着
実
に
実
行
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

■
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お
い
て
伊
達
市
主
催
の
企
業
誘
致
セ
ミ

ナ
ー
を
H
2
8
.1
0
.7
に
実

施
し
、
5
7
社

9
7
名

が
参

加
■
伊
達
市
内
に
で
き
る
４
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
優
位
性
を
説
明

（参
加
企
業
感
想
：市

内
４
つ
の
ＩＣ

は
魅
力
あ
る
）

■
今
年
度
も
伊
達
市
主
催
企
業
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
首
都
圏
で
の

企
業
立
地
フ
ェ
ア
へ
の
出
展
、
福
島
県
主
催
企
業
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
参
加
を
計
画

▼
H

26
製

造
品

出
荷

内
訳

■
市

と
し
て
も
東

京
で
企

業
誘

致
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
な
ど
取

り
組

み
を
進

め
て
い
る
の
で
、
相
馬
福
島
道
路
の

1
日
で
も
早
い
開
通
を

資
料

６
-
１

43



復
興
支
援

道
路

(国
道
11

5号
)

相
馬
福
島
道
路
の
早
期
開
通

『
相
馬
の
声
を
届
け
よ
う
』

[高
速

道
路

建
設

促
進

相
馬

協
議

会
]

[要
望

活
動

補
足

資
料

]

[H
2
9
.6

相
馬

市
建

設
部

]

開
通
目
標
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
一
日
も
早
い
開
通
を
!!

H
29

.6
.2

7 
復

興
道

路
会

議
資

料
(相

馬
市

) 

相
馬

市
資

料
６
-
２
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【
相

馬
地

方
は

困
っ
て
い
ま
す
】

福
島

市

Im
ax

▼
交
通
事
故
発
生
等
に
よ
る
通
行
止
め

▼
落

石
災

害
発

生
(H
18
)約

1ｹ
月
全
止

▼
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
の
利
用

〇
国

道
1
1
5
号

は
相

馬
市

と
福

島
市

を
結

ぶ
重

要
な

路
線

で
す

が
、
線

形
不

良
区

間
が

多
く
、
事

故
が

多
発

し
て

い
ま

す
。

〇
大

型
車

両
の

通
行

が
困

難
な

状
況

で
あ

り
、

海
上

コ
ン

テ
ナ

車
両

等
が

通
行

で
き

な
い

上
、
豪

雨
、
土

砂
災

害
な

ど
の

通
行

規
制

区
間

が
あ

り
、

通
行

止
め

が
多

く
、

冬
季

の
降

雪
時

は
ス

タ
ッ

ク
車

両
な

ど
に

よ
り
国

道
が

利
用

出
来

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
〇

H
２
９
．
３
月

に
阿

武
隈

東
道

路
（L

=
1
0
.5

k
m

）が
開

通
し

、
相

馬
市

西
部

の
峠

部
の

線
形

不
良

区
間

が
解

消
さ

れ
ま

し
た

。
〇

残
り
の

線
形

不
良

区
間

の
解

消
の

た
め

、
一

日
も

早
い

「相
馬

福
島

道
路

」
の

完
成

を
願

っ
て

い
ま

す
。

国
道
11

5号
の
線
形
不
良
、
事
故
多
発
、
災
害
通
行
規
制
、
度
重
な
る
通
行
止
め

相
馬

福
島

1

▼
降

雪
(ス

タ
ッ
ク
車
両
)に

よ
る
通
行

止

H
29

.3
.2
6 

開
通
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(重
要
港
湾
)相

馬
港
の
物
流
圏
域
を
拡
大
し
、
利
用
を
促
進
し
ま
す

■
福

島
県

内
陸

部
及

び
山

形
県

内
陸

部
と

の
荷

物
輸

送
時

間
が

大
幅

に
短

縮
さ

れ
る

こ
と

で
、

物
流

コ
ス

ト
の

削
減

及
び

環
境

負
荷

が
低

減
す

る
と

共
に

、
新

た
に

相
馬

港
を

活
用

す
る

企
業

の
進

出
機

会
を

創
出

し
ま

す
。

■
急

カ
ー

ブ
や

急
こ

う
配

の
多

い
現

道
通

行
か

ら
転

換
す

る
こ

と
で

、
荷

物
輸

送
の

安
全

性
及

び
信

頼
性

が
向

上
し

、
相

馬
港

の
利

用
促

進
が

期
待

さ
れ

ま
す

。
■

リ
ダ

ン
ダ

ン
シ

ー
の

確
保

に
よ

り
、
悪

天
候

や
土

砂
災

害
等

に
よ

る
現

道
の

通
行

止
め

の
影

響
が

回
避

さ
れ

、
物

流
の

定
時

制
が

確
保

さ
れ

る
こ

と
で

相
馬

港
の

信
頼

性
が

向
上

し
ま

す
。

■
物

流
機

会
の

拡
大

と
信

頼
性

の
向

上
に

よ
り
物

流
の

好
循

環
が

生
ま

れ
る

こ
と

で
、
荷

物
輸

送
の

効
率

化
が

促
進

さ
れ

、
輸

送
形

態
の

転
換

（バ
ラ

荷
物

輸
送

⇒
 コ

ン
テ

ナ
輸

送
）が

期
待

さ
れ

ま
す

。
（
福

島
県

相
馬

港
利

用
促

進
協

議
会

）
●

日
本

通
運

（
株

）
相

馬
海

運
支

店
支
店
長

佐
藤

正
一

●
相

馬
港

湾
運

送
（
株

）
代
表
取
締
役

立
谷

幸
雄

・
輸

送
時

間
の

短
縮

・
輸

送
コ
ス
ト
の

削
減

・
安

全
性

の
向

上
は

相
馬

港
を
Ｐ
Ｒ
す
る
上

で
重

要
な

要
素

で
あ
り
、
相

馬
福

島
道

路
の

開
通

は
相

馬
港
の
利

用
促

進
に
大

き
く
寄

与
し
ま
す
。

・
相

馬
港

の
利

用
促

進
に
よ
り
地

域
全

体
が

活
性

化
さ
れ

、
地

方
創

生
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
一

日
も
早

い
開

通
を
期

待
し
ま
す
。

【
相

馬
福

島
道

路
の

活
用

(産
業
振
興
:港

湾
の
利
用
促
進
)】

2

1
号

ふ
頭

2
号

ふ
頭

3
号

ふ
頭

4
号

ふ
頭

5
号
埠
頭

『物
流

拠
点

』
重

要
港

湾
相

馬
港
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0

50
0

10
00

15
00

20
00

25
00

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
4

H
2
5

H
2
6

相
馬
の
地
場
産
品
や
工
場
製
品
の
流
通
エ
リ
ア
を
拡
大
し
、
企
業
参
入
を
促
進

■
相

馬
中

核
工

業
団

地
な

ど
へ

の
企

業
誘

致
を

積
極

的
に

進
め

、
雇

用
を

促
進

し
ま

す
。

■
Ｌ

Ｎ
Ｇ

受
入

基
地

、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

の
活

用
な

ど
に

よ
り
、
新

た
な

産
業

の
創

生
を

図
り
、

相
馬

地
域

の
産

業
・経

済
の

再
生

を
目

指
し

ま
す

。
■

相
馬

地
方

の
地

場
産

品
や

工
業

製
品

の
出

荷
・流

通
エ

リ
ア

の
拡

大
や

、
営

業
エ

リ
ア

の
拡

大
が

可
能

と
な

り
、
企

業
の

増
加

や
地

元
企

業
の

売
上

が
向

上
し

、
従

業
員

の
所

得
向

上
等

が
期

待
で

き
ま

す
。

・
平

成
30

年
3月

に
操

業
開

始
す
る
相

馬
LN

G
基

地
の

進
出

と
併

せ
て
、
関

連
企

業
の

誘
致

を
促

進
し
て
い
き
ま
す
。

・
相

馬
福

島
道

路
の

開
通

は
、
相
馬
中
核
工

業
団
地
へ
の
企

業
誘

致
や
相
馬
地
方
の
地

場
産

品
、
工

業
製

品
の

出
荷

・
流

通
エ
リ
ア

の
拡

大
や
、
営

業
エ
リ
ア
の

拡
大
が
可
能
と

な
り
、
新

規
企

業
の

参
入

、
企

業
の

設
備

投
資

の
増

加
、
販

売
額

の
増

加
、
従

業
員

の
所

得
向

上
、
雇

用
の

促
進

等
が

見
込

ま
れ

、
相

馬
地

域
の

地
方

創
生

に
大

き
く
寄

与
す

る
も
の

と
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一

日
も
早

い
開

通
を
望

み
ま
す
。

【
相

馬
福

島
道

路
の

活
用

(産
業
振
興
:企

業
誘

致
・
流

通
・
雇

用
)】

相
馬
中

核
工
業
団

地

(石
油

資
源

開
発
(株

)資
料

抜
粋
)

[相
馬
LN

G
基
地
完
成
予
想
図
]

[建
設
予
定
地
:相

馬
港
4号

埠
頭
地
区
]

◇
相

馬
市

の
事

業
所

数

◇
相

馬
市

の
工

業
製

品
出

荷
額

(億
円
)

（
相

馬
中

核
工

業
団

地
企

業
業

誘
致

促
進

協
議

会
会

長
）

相
馬
商
工
会
議
所

会
頭

草
野

清
貴

出
荷

額
は

増
加

H
3
0
相
馬
L
N
G
操
業
開
始
、
企
業
誘
致
に
相
馬
福
島
道
路
の
開
通
が
不
可
欠

3

相
馬
中
核
工
業

団
地

4
号

埠
頭

0306090

12
0 H

2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
4

H
2
5

H
2
6

事
業

所
総

数
3
0
人

以
上

4
〜

2
9
人
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相
馬
地
方
の
地
場
産
業
で
あ
る
漁
業
の
復
活
・
再
生
と
販
路
拡
大
を
促
進

■
津

波
災

害
や

原
発

事
故

に
よ

る
漁

獲
制

限
、
風

評
被

害
に

よ
り
、
福

島
県

浜
通

り
の

漁
業

は
壊

滅
的

な
ダ

メ
ー

ジ
を

受
け

ま
し

た
が

福
島

随
一

の
近

海
水

揚
げ

を
誇

る
相

馬
地

方
の

漁
業

を
復

活
・再

生
さ

せ
ま

す
。

■
い

つ
で

も
本

格
操

業
に

移
行

で
き

る
よ

う
、
早

期
の

安
定

供
給

と
経

営
再

開
を

実
現

す
る

た
め

の
施

設
整

備
を

早
期

に
行

い
ま

す
。

■
消

費
地

域
の

拡
大

に
よ

る
漁

獲
量

の
増

加
と

、
加

工
産

業
等

販
売

エ
リ
ア

の
拡

大
に

よ
り
、
漁

業
従

事
者

の
雇

用
環

境
の

改
善

と
後

継
者

の
育

成
を

促
進

し
ま

す
。

相
馬
双
葉
漁
業

協
同
組
合

代
表

理
事

（
組

合
長

）
立
谷

寛
治

・
現

在
は

試
験

操
業

中
で
す
が

、
震

災
前

、
相

馬
市

松
川

浦
漁

港
の

鮮
魚

の
消

費
割

合
は

、
地

場
消

費
が

約
2割

で
、

相
馬

市
外

へ
の

出
荷

が
約
8割

で
す
。
北

は
仙

台
方

面
、

南
は

い
わ

き
、
首

都
圏

方
面

、
一

部
福

島
県

内
陸

部
や

山
形

方
面

に
も
出

荷
し
て
お
り
ま
し
た
。

・
常

磐
道

の
全

線
開

通
に
よ
り
首

都
圏

へ
の

出
荷

量
の

増
加

が
見

込
ま
れ

て
い
ま
す
が

、
相

馬
福

島
道

路
が

開
通

す
れ

ば
、
こ
れ

ま
で
以

上
に
、
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
が

容
易

と
な
る

た
め
、
福

島
県

内
陸

部
や

山
形

方
面

、
関

東
方

面
へ

の
販

路
拡

大
が

見
込

ま
れ

、
本

格
操

業
に
移

行
し
た
際

の
出

荷
に
大

き
く
弾

み
が

つ
く
も
の
で
あ
り
、
是
非
、
本
格
操
業

開
始

前
の

早
期

開
通

を
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

・
阿

武
隈

東
道

路
の

開
通

の
お
か

げ
で
、
カ
ー
ブ
や
勾
配

の
最

も
き
つ
い
区

間
が

解
消

さ
れ

、
魚

の
荷

傷
み

の
発

生
を
抑

え
、
内

陸
の

方
々

に
よ
り
お
い
し
い
魚

を
届

け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
相

馬
福

島
道

路
の

活
用

(産
業
振
興
:漁

業
)】

販
路
拡
大

出
荷
増
加

を
目
指
す

売
上
増
大

雇
用
増
加

を
目
指
す

4
※
本
格
操
業
開
始
前
に
、
相
馬
福
島
道
路
の
開
通
が
不
可
欠

◆
試
験
操
業
対
象
魚
種

97
魚
種

（
H2

9.
5月

末
時
点
）

◆
試
験
操
業
水
揚
高

H2
8：

約
1,
80
0ｔ

（
震

災
前

の
約
1/
10

、
H2

4の
約
15

倍
）

本
格
操
業

開
始

◆
◆

本
格

操
業

開
始

（
セ
リ
場

、
活

魚
水

槽
、
放

射
能

検
査

室
、
海

水
浄

化
等

）

原
釜

荷
捌

き
施

設
・
海

水
浄

化
施

設
（
H
28
.9
月
完

成
）
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平
成
28

年
4月

の
営
業
開
始
以
来
、
主
力
の
加
工
品
の
販
路
拡
大
に
注
力
。

■
相

馬
双

葉
漁

業
協

同
組

合
と

仲
買

業
者

、
水

産
加

工
業

者
が

結
集

し
、
地

元
水

産
物

の
加

工
、
流

通
を

復
活

さ
せ

る
た

め
、
事

業
協

同
組

合
を

設
立

。
■

地
域

を
挙

げ
た

新
し

い
水

産
加

工
流

通
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
よ

り
、
震

災
以

前
の

姿
を

取
り
戻

す
だ

け
で

な
く
、
安

全
の

管
理

と
、
鮮

度
・品

質
の

向
上

に
取

り
組

み
、
当

該
道

路
を

活
用

し
た

販
路

の
拡

大
を

目
指

し
ま

す
。

相
馬
市
磯
部
地
区

水
産
物
流
通
加
工
業

協
同
組
合

理
事
長

島
寿
雄

・
相

馬
地

方
の

漁
業

は
、
東

日
本

大
震

災
に
よ
り
壊

滅
的

な
被

害
を
受

け
ま
し
た
。
と
り
わ

け
、
こ
こ
磯

部
地

区
は

加
工

施
設

も
多

く
あ
り
ま
し
た
が

、
ほ

と
ん
ど
の

施
設

が
流

出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

当
組

合
は

、
そ
の

よ
う
な
中

で
以

前
こ
の

地
区

で
盛

ん
だ
っ
た
水

産
物

加
工

を
復

興
さ
せ

る
た
め
に
設

立
し
ま
し
た
。

・
し
か

し
、
震

災
か

ら
６
年

経
過

し
た
今

も
水

揚
げ
さ
れ

た
魚

介
類

の
安

全
性

を
確

認
し
て
お
り
ま
す
が

、
未

だ
に
風

評
が

根
強

く
残

り
、
完

全
に
拭

い
去

る
こ
と
は

で
き
て
お
り
ま
せ

ん
。

・
私

た
ち
は

、
水

揚
げ
か

ら
、
加

工
・
流

通
ま
で
一

人
ひ
と
り
が

責
任
を
負
い
、
「
絶

対
に
安

全
な
商

品
し
か

出
荷

し
な
い
」
と
い
う
強

い
信

念
を
抱

い
て
、
福

島
県

内
は

も
と
よ
り
全

国
へ

復
興

を
応

援
い
た
だ
い
た
皆

様
に
対

す
る
恩

返
し
を
し
た
い
と
決

意
し
て
お
り

ま
す
。

・
こ
の

思
い
を
成

し
遂

げ
る
た
め
に
は

、
相

馬
・
福

島
道

路
の

早
期

整
備

が
販

路
拡

大
の

た
め
に
必

要
不

可
欠

な
存

在
で
あ
り
、
強

く
切

望
す
る
も
の

で
す
。

【
相

馬
福

島
道

路
の

活
用

(産
業
振
興
:漁

業
)】

5
※
営

業
開
始
し
た
今
、
相
馬
福
島
道

路
の
早
期

開
通

が
不

可
欠

（
加

工
室

、
梱

包
・
検

査
室

、
冷

蔵
室

冷
凍

室
、
管

理
事

務
所

、
直

売
所

等
）

し
ら
す
干

し

加
工

機
器

煮
釜

・
乾
燥

機
等

放
射

能
検
査
器
に
よ
る
全
品
検
査

磯
部

水
産

加
工

施
設

（
H
28
.2
月

完
成

）

ボ
イ
ル

つ
ぶ

貝
ボ
イ
ル

ホ
ッ
キ
貝

小
女

子
販
売

◆
原

魚
取

扱
量

（
H2

8年
度
）

約
26

6,
00

0ｔ
◆
加
工

品
目

小
女
子
、
シ
ラ
ス
、
ホ
ッ
キ
（
ボ
イ
ル
、
貝
柱
と
ひ
も
、

粕
漬
）
、
カ
レ
イ
（
一
夜
干
し
）
、
タ
コ
（
粕
漬
、
味
付
け

タ
コ
）
、
ツ
ブ
（
ボ
イ
ル
）

◆
営
業

日
平
日
、
土
曜
日
、
第
1・
3日

曜
日
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【
相

馬
福

島
道

路
の

活
用
(観

光
振
興
)】

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
、
名
勝
松
川
浦
の
再
生
と
、

ス
ポ
ー
ツ
観
光
振
興
に
よ
り
、
相
馬
地
方
の
創
生
を
目
指
す

■
美

し
い

自
然

と
温

暖
な

気
候

に
恵

ま
れ

た
相

馬
地

方
は

、
松

川
浦

県
立

自
然

公
園

や
相

馬
野

馬
追

や
相

馬
民

謡
な

ど
豊

富
な

観
光

資
源

が
あ

り
、
観

光
窓

口
と

し
て

、
「相

馬
観

光
復

興
御

案
内

処
」
を

設
置

し
、
観

光
情

報
の

提
供

や
宿

泊
所

の
調

整
な

ど
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
で

提
供

す
る

な
ど

、
観

光
振

興
を

促
進

し
ま

す
。

■
相

馬
市

で
は

ス
ポ

ー
ツ

交
流

人
口

の
拡

大
を

目
指

し
た

取
り
組

み
を

促
進

し
て

お
り
、

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

場
、

サ
ッ

カ
ー

場
、

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

場
、

全
天

候
型

の
相

馬
こ

ど
も

ド
ー

ム
な

ど
の

施
設

を
整

え
、

各
種

大
会

や
合

宿
等

の
イ

ベ
ン

ト
を

企
画

し
て

、
交

流
人

口
の

拡
大

を
促

進
し

ま
す

。

(
相
馬
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流

促
進
協
議
会
)

N
P
O
法

人
光

陽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

専
務
理
事

門
馬

善
治

郎

・
パ

ー
ク
ゴ
ル

フ
場

の
利

用
者

は
、
常

磐
道

の
開

通
な
ど
に
よ
っ
て
、

県
外

か
ら
の

利
用

者
が

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

・
さ
ら
に
、
相

馬
福

島
道

路
の

開
通

に
よ
り
、
福

島
内

陸
や

山
形

方
面

な
ど
の

県
外

の
利

用
者

の
増

加
を
見

込
ん
で
い
る
た
め
早

期
の
開
通
を
望
み
ま
す
。

・
各

種
大

会
参

加
者

や
、
冬

季
の

利
用

者
確

保
の

た
め
、
様

々
な

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ

交
流

を
促

進
し
相

馬
地

方
の

観
光

振
興

を
進

め
て
い
き
ま
す
。

6

福
島
内
陸
や
県
外
利
用

者
の
さ
ら
な
る
増
加
の
た

め
早
期
開
通
が
必
要
。

県
外

利
用

客
５
４
％

相
馬

光
陽

サ
ッ
カ
ー
場

（
天

然
芝

３
面

、
人

工
芝

２
面

、
サ

ブ
１
面

）

相
馬

光
陽

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
（４

面
）

相
馬

こ
ど
も
ド
ー
ム

（
人

工
芝

約
1,
00
0m

2）

相
馬

光
陽

パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場

（
９
コ
ー
ス

８
１
ホ
ー
ル

(東
北

最
大

級
)）
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大
型
車
の
す
れ
違
い
が
困
難

積
雪

に
よ
り
道

路
幅

員
が
さ
ら
に
狭

小

ス
タ
ッ
ク
車

両
等

に
よ
る
頻

繁
な
通

行
止

め

被
災

地
の

復
興

を
支

援
し
、
「
地

方
創

生
」
に
資

す
る

復
興
支
援
道
路
『
相
馬
福
島
道
路
』
に
つ
い
て
は

確
実

に
整

備
を
促

進
し
、
一

日
も
早

い
開

通
を
図

る
こ
と

急
勾

配
・
急

カ
ー
ブ
の
連

続
で
事

故
多

発

7
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２
１
世
紀
の
追
分
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

相
馬
福
島
道
路
開
通
を
見
据
え
た
(
仮
称
)
国
道
４
号
ＩＣ

周
辺
の
土
地
利
用
【
桑
折
町
】

桑
折
高
架
橋
完
成
予
想
図

◎
相
馬
港
や
仙
台
空
港
に
直
結
す
る
高
次
元
物
流
基
盤
の

確
立
に
よ
る
南
東
北
エ
リ
ア
の
物
流
連
携
の
拡
大

桑
折
高
架
橋
着
工
式

（
H2

8.
5
.1
6）

川
瀧
東
北
地
方
整
備
局
長
と
桑
折
町
長

に
よ
る

施
工
開
始
号
令

前
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・

ケ
ネ
デ
ィ
大
使
と
(
平
成
2
8
年
7
月
2
8
日
)

桑
折
駅
前
団
地

■
東

日
本

大
震

災
か

ら
の

復
興

支
援

道
路

と
し
て
、
そ
の

整
備

効
果

を
着

実
に
発

揮
さ
せ

て
い
く
た
め

に
（
仮

称
）
国

道
４
号

ＩＣ
周

辺
の

新
し
い
土

地
利

用
に
つ
い
て
幅

広
く
検

討
を
進

め
る
必

要
が

あ
り
、
関

係
機

関
と
力

を
あ
わ

せ
て
、
広

域
的

な
経

済
発

展
を
目

指
し
て
開

発
を
進

め
て
参

り
ま
す
。

【
21
世
紀
の
追
分
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
指
す
姿
】

奥
州
街
道
と
羽
州
街
道
の
分
岐
点
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
「
桑

折
宿
」
の
よ
う
に
相
馬
福
島
道
路
を
活
か
し
た
効
果
的
な
土
地
利
用
を

図
り
、
移
住
・
定
住
を
視
野
に
企
業
誘
致
と
新
た
な
雇
用
の
創
出
に
努
め
、

広
域
的
な
地
域
経
済
発
展
の
拠
点
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

【
主
な
推
進
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

桑
折
工
業
団
地

◎
献
上
桃
を
は
じ
め
と
す
る
地
元

特
産
物
の
販
路
拡
大
を
推
進

◎
流
通
拠
点
と
し
て
の
工
業
団
地

と
の
連
絡
や
産
業
面
の
活
性
化

◎
駅

前
公
有
地
を
中
心
と
し
た
市

街
地

の
土
地
利
用
と
の
相
乗
効
果

資
料
６
-
３

52



東
北
中
央
道
・
相
馬
福
島
道
路
開
通
に
よ
り
更

な
る

経
済

効
果

を
期

待
!!

福
島
市
の
⼯
場
新
増
設
企
業
数
の
推
移
（
累
計
）

福
島
市
の
法
⼈
市
⺠
税
の
推
移

福
島
市
で
は
、
工
場
の
新
増
設
が
震
災
後
も
堅
調
に
増
加
し
、
法
人
市
民
税
も
震
災
前
に
比
べ
約
5割

増
加

。
東
北
中
央
自
動
車
道
・
相
馬
福
島
道
路
の
開
通
の
効
果
を
よ
り
発
揮

さ
せ
る
た
め
、
福
島
大
笹
生
IC
周
辺
に
工

業
団

地
を
計

画
。

福 島 大 笹 生

福
島

☞
東

北
自

動
車

道
と

東
北

中
央

自
動

車
道

の
結

節
点

☞
Ｉ

Ｃ
に

隣
接

し
ア

ク
セ

ス
が

良
好

☞
福

島
大

笹
生

Ｉ
Ｃ

～
米

沢
北

Ｉ
Ｃ

間
、

相
馬

Ｉ
Ｃ

～
(仮

)国
道

４
号

Ｉ
Ｃ

間
は

無
料

区
間

で
コ

ス
ト

削
減

☞
立

地
の

際
の

優
遇

制
度

も
充

実

【
新

工
業
団
地
の
予
定
】

平
成
２
９
年
度
中
に
造
成
工
事
着
工
予
定
。

平
成

３
０
年
度
中
の
分
譲
を
目
標
。

新
工

業
団

地
の

Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
！

◇
福
島
市
の
魅
力
や
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
企
業
立
地
優
遇
制

度
等
を
紹
介
す
る
た
め
に
東
京
で
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

◇
企
業
か
ら
の
新
工
業
団
地
に
関
す
る
相
談
等
を
受
付
中
。

平
成
29

年
度

中
に
開

通
予
定

相
馬
山
上

相
馬
玉
野

Ｈ
２
９
開

通
予
定

Ｈ
30

開
通

予
定

福
島

市

資
料

６
-
４
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【凡
例
】

Ｈ
26
年
観
光
⼊
込
客
数

50
0万

⼈
以
上

25
0万

⼈
以
上

10
0万

⼈
以
上

10
0万

⼈
未
満

出
典
：
各
県
観
光
⼊
込
状
況
調
査

飯
坂

温
泉

／
福

島
市

上
杉

神
社

／
米

沢
市

相
馬

野
馬

追
／

南
相

馬
市

・
相

馬
市

青
葉

城
／

仙
台

市

霊
山

／
伊

達
市

相
馬

光
陽

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

場
／

相
馬

市

約
５
，
０
０
０
万
人

観
光
周
遊
圏

ふ
くし
ま
観
光
圏

相
馬

福
島

道
路

・
東

北
中

央
自

動
車

道
で
仙

台
空

港
と
直

結
し
た
５
，
０
０
０
万

人
観

光
周

遊
圏

が
完

成
観
光
振
興
に
よ
り
復
興
を
加
速
！

観
光
振
興
に
向
け
て
、相
⾺
福
島
道
路
・東
北
中
央
⾃
動
⾞
道
(福
島
〜
⽶
沢
間
)

の
沿
線
⾃
治
体
お
よ
び
商
⼯
・観
光
関
係
団
体
と連

携
して

『全
国
街
道
交
流
会
議
第
１
１
回
全
国
⼤
会
福
島
⼤
会
』

を
結
節
点
とな
る
福
島
市
に
お
い
て
開
催
し、
新
しい
街
道
とし
て

相
⾺
福
島
道
路
・東
北
中
央
⾃
動
⾞
道
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
。

福
島
市
・相
⾺
市
・⽶
沢
市

３
市
の
商
⼯
会
議
所
が
連
携

福
島

わ
ら

じ
ま

つ
り

米
沢

上
杉

ま
つ

り
鉄

砲
隊

相
馬

野
馬

追
騎

馬
武

者

今
後
も
広
域
的
に
連
携
し、

「共
通
の
観
光
資
源
等
の

活
⽤
」に
よ
り地

⽅
誘
客
を

⾏
い
、新
た
な
観
光
需
要

を
創
出
す
る
。

資
料

６
-
４
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復興道路・復興支援道路の整備効果事例発信

○復興道路・復興支援道路の開通による、整備効果事例等を幅広く情報発信
するため、東北地方整備局の復興道路ホームページにおいて、整備効果事
例等を掲載したページを開設

資料－７

整備効果事例
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復興道路・復興支援道路の整備効果事例発信

○整備効果事例ページでは、路線別に整備効果事例等を掲載しており、今後
開通の動きがあった場合など、随時更新予定
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４
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線
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に
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立
地
の
促
進

・
登

米
市

で
は

、
三

陸
道

延
伸

や
４

車
線

化
等

も
受

け
、

工
業

団
地

の
分

譲
が

進
む

。
・
登

米
市

で
は

震
災

後
、

税
収

が
大

幅
に

落
ち

込
ん

だ
が

三
陸

道
の

整
備

に
併

せ
て

順
調

に
回

復
。

・
こ

れ
か

ら
供

用
す

る
三

陸
道

沿
線

市
町

村
は

、
企

業
立

地
進

出
を

見
据

え
た

復
興

ま
ち

づ
く
り

な
ど

の
取

り
組

み
を

実
施

。
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団
地
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鹿
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、
南

気
仙

沼
、

赤
岩

港
の

３
地

区
で

水
産
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工
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地
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国
道
1
1
5
号
相
馬
福
島
道
路

道
路
整
備
に
関
す
る
懇
談
会

１
）

懇
談

会
の

目
的

国
道

1
1
5
号

相
馬

福
島

道
路

の
ス

ト
ッ

ク
効

果
が

最
大

限
発

揮
で

き
る

よ
う

、
事

業
の

進
捗

状
況

を
関

係
者

間
で

こ
れ

ま
で

以
上

に
共

有
す

る
と

共
に

、
本

道
路

を
最

大
限

に
活

用
す

る
た

め
の

経
済

・
観

光
振

興
等

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
、

関
係

者
が

一
体

と
な

っ
て

議
論

す
る

こ
と

２
）

構
成

メ
ン

バ
ー

・
Ｈ

２
６

年
３

月
２

６
日

：
第

１
回

懇
談

会
・

Ｈ
２

７
年

８
月

２
４

日
：

第
２

回
懇

談
会

・
Ｈ

２
７

年
１

２
月

１
１

日
：

企
業

の
方

々
に

よ
る

現
地

視
察

（
相

馬
港

、
阿

武
隈

東
道

路
等

）
・

Ｈ
２

８
年

２
月

５
日

：
第

３
回

懇
談

会
・

Ｈ
２

９
年

３
月

２
８

日
：

懇
談

会
準

備
会

３
）

こ
れ

ま
で

の
開

催
状

況

・
福

島
県

（
建

設
・

商
工

観
光

部
局

）
・

沿
線

市
町

（
福

島
市

・
相

馬
市

・
伊

達
市

・
桑

折
町

・
新

地
町

）
・

沿
線

商
工

会
議

所
・

商
工

会
・

国
土

交
通

省
（

福
島

河
国

・
磐

城
国

道
・

小
名

浜
港

湾
）

・
東

日
本

高
速

道
路

株
式

会
社

※
必

要
に

応
じ

て
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
で

参
画

（
Ｊ

Ａ
、

観
光

協
会

、
地

元
企

業
）

懇
談
会
の
開
催
状
況

【観
光
関
連
】

■
地
域
の
強
み
は
何
か
の
根
本
的
な
議
論
を
す
る

こと
が
必
要

■
沿
線
地
域
観
光
資
源
の
洗
い
出
しが
必
要

■
観
光
情
報
の
相
互
Ｐ
Ｒ

■
広
域
パ
ンフ
レッ
ト等

の
整
備

【道
の
駅
関
連
】

■
広
域
的
な
連
携
体
制
を
構
築

■
相
互
連
携
（
観
光
情
報
や
特
産
品
な
ど）

に
よ
る

活
動
⼿
法
の
検
討

■
道
の
駅
を
活
⽤
した
相
互
防
災
体
制
の
強
化

【産
業
・物
流
関
連
】

■
企
業
誘
致
や
企
業
間
取
引
拡
⼤

■
技
術
連
携
に
関
す
る
情
報
交
換
を
促
進

■
相
⾺
港
の
利
活
⽤

（
沿
線
市
町
の
企
業
誘
致
も
含
め
た
検
討
）

４
）

連
携

施
策

に
関

す
る

懇
談

会
の

主
な

意
見

・
こ

れ
ま

で
の

懇
談

会
に

お
け

る
意

見
を

集
約

す
る

と
、

「
観

光
」

「
道

の
駅

」
「

産
業

・
物

流
」

の
３

分
野

に
大

別
さ

れ
る

。
今

後
は

こ
れ

ら
の

３
分

野
に

お
い

て
、

具
体

的
な

連
携

施
策

の
進

め
方

な
ど

、
関

係
機

関
と

情
報

共
有

し
議

論
を

進
め

た
い

。

５
）

今
後

の
進

め
方

に
つ

い
て

資
料

-
８
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■
事

例
紹

介

●
相
馬
・
福
島
・
米
沢
の
商
工
会
議
所
で
は
、
交
流
人
口

の
促
進
を
目
的
に
会
報
誌
で
の
相
互
Ｐ
Ｒ
を
継
続
し
て

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
福
島
商
工
会
議
所
】
会
報
誌
平
成
2
9
年
4
月
号
よ
り

【
米
沢
商
工
会
議
所
】
会
報
誌

平
成
2
9
年
2
月
号
よ
り

【
相
馬
商
工
会
議
所
】
会
報
誌

平
成
2
9
年
4
月
号
よ
り

福
島
・
相
馬
・
米
沢
商
工
会
議
所
の
連
携
し
た
取
り
組
み
①

資
料

-
９
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【
平
成
2
9
年
4
月
2
8
日
】

福
島
民
報
よ
り

福
島
・
相
馬
・
米
沢
商
工
会
議
所
の
連
携
し
た
取
り
組
み
②

60



阿
武

隈
東

道
路

の
整
備
効
果

平
成
29

年
6月

27
日

磐
城

国
道

事
務

所

第
7回

復
興

道
路

会
議

資
料

資
料
１
０

磐
城

国
道

61
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%

0
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0
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0
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0

1,
00
0

1,
20
0

開
通
前
年

開
通
後

整
備

効
果

①
時

間
短

縮
・⾛

⾏
性

の
向

上
に

よ
り観

光
振

興
に

寄
与

◆
相

⾺
市

の
主

要
観

光
施

設
で

あ
る

「相
⾺

光
陽

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ場

」
「和

⽥
観

光
苺

組
合

」は
、市

内
・近

隣
地

域
だ

け
で

な
く⼭

形
県

や
中

通
り⽅

⾯
か

ら
も

利
⽤

者
が

来
訪

。
◆

阿
武

隈
東

道
路

開
通

後
、利

⽤
者

か
ら

「到
着

時
間

が
早

ま
った

」、
「⾛

⾏
性

が
良

くな
った

」と
の

声
が

上
が

って
お

り、
観

光
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

向
上

、利
⽤

・売
上

の
増

加
に

つ
な

が
って

い
る

。

全
国
か
ら2
15
名
が
参
加

【相
⾺

光
陽

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ場

管
理

・運
営

者
の

声
】

■
遠
⽅
に
お
住
ま
い
の
利
⽤
者
へ
の
PR
とし
て
、道

路
開

通
記

念
を

冠
した

タ
イ

ト
ル

の
⼤

会
を

実
施
して
い
ま
す
。

■
阿
武
隈
東
道
路
の
開
通
記
念
とし
て
開
催
した
⼤
会
で
は
、⼭

形
県

や
中

通
り・

会
津

⽅
⾯

の
参

加
者

か
ら

「到
着

時
間

が
早

ま
った

」「
⾛

⾏
性

が
良

くな
った

」と
の

声
が

あ
が

って
い

ま
す

。
■
相
⾺
福
島
道
路
の
延
伸
に
よ
り、
内
陸
⽅
⾯
か
らの
お
客
様
が
施
設
を
利
⽤
しや
す
くな
る
こと

を
期
待
して
い
ま
す
。

（
H2
9.
6⽉

相
⾺
光
陽
パ
ー
クゴ
ル
フ場

ヒア
リン
グ
調
査
）

▼
阿
武
隈
東
道
路
開
通
を
PR
した
⼤
会

⼤
会
タイ
トル
に

「阿
武

隈
東

道
路

開
通

記
念

」
を
掲
げ
利
⽤
者
に
Ｐ
Ｒ

【和
⽥

観
光

苺
組

合
運

営
者

の
声

】
■
⼭
形
県
・中
通
り⽅

⾯
の
お
客
様
を
筆
頭
に
ご
来
園
され
て
お
り、
お
⼟
産
を
販
売
して
い
る

直
売
所
の
売
上
が
増
加
傾
向
に
あ
り、
南
相
⾺
市
や
相
⾺
市
の
⽅
か
らも
多
くご
利
⽤
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
阿
武
隈
東
道
路
の
開
通
に
よ
り、
お
客
様
か
ら「

移
動

時
間

が
短

くな
った

」
「中

央
分

離
帯

が
あ

り安
⼼

して
⾛

⾏
して

来
れ

た
」と

の
声

が
あ

が
って

い
ま

す
。

■
苺
狩
りは
1〜

5⽉
が
シ
ー
ズ
ン
の
た
め
、特

に
冬
の
降
雪
⽇
に
は
通
常
よ
り来

園
され
る
⽅

が
少
な
い
傾
向
に
あ
りま
す
。阿

武
隈

東
道

路
の

開
通

に
よ

り、
翌

シ
ー

ズ
ン

の
冬

期
を

は
じめ

とし
て

よ
り多

くの
お

客
様

に
ご

来
園

い
た

だ
け

る
こと

を
期

待
して
い
ま
す
。

■
H3
0年

に
は
相
⾺
市
で
海
⽔
浴
が
再
開
され
る
予
定
で
す
。ま
た
、海

苔
、⽔

産
加
品
とい

った
海
産
物
の
出
荷
が
増
え
て
くれ
ば
、浜

も
⼀
体
とな
って
市
内
の
観
光
連
携
を
活
性
化

で
き
る
と期

待
して
ま
す
。

（
H2
9.
6⽉

和
⽥
観
光
苺
組
合
ヒア
リン
グ
調
査
）

▼
⼭
形
・福
島
市
⽅
⾯
か
らの
和
⽥
観
光
組
合
ア
クセ
ス
ル
ー
ト

相
⾺

光
陽

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ場

和
⽥

観
光

苺
組

合

和
⽥

観
光

苺
組

合

Ｈ
29
年
売
上
げ
が
H2
8年

よ
り

約
１

０
％

増
加

阿
武

隈
東

道
路

H
29

.3
.2

6開
通

延
⻑

10
.5

㎞

阿
武
隈
東
道
路
開
通
に
よ
り

時
間

短
縮

・⾛
⾏

性
向

上

従
来
の
ル
ー
トは
中
央
分
離
帯
が
な
く

⾛
⾏
性
に
不
安
の
声

中
通
り

⽅
⾯

⼭
形

⽅
⾯

▼
⼭
形
県
・福
島
県
内
陸
部
の
利
⽤
者
数
推
移

出
典
：
相
⾺
光
陽
パ
ー
クゴ
ル
フ場

＜
開
通
前
年
＞
H2
8.
4〜

5⽉
＜
開
通
後
＞
H2
9.
4〜

5⽉

約
23

0⼈
増

加
（
⼈
）

（
割
合
）

利
⽤
者
数
（
⼈
）

利
⽤
者
数
割
合
（
%
）

資
料
１
０

62



-0
.3
0

-0
.2
5

-0
.2
0

-0
.1
5

-0
.1
0

-0
.0
5

0.
00

0.
05

0.
10

0.
15

0.
20

0.
25

0.
30

整
備

効
果

②
救

急
搬

送
中

の
⾛

⾏
安

定
性

の
確

保
◆

阿
武

隈
東

道
路

の
開

通
か

ら
約

２
ヶ⽉

間
で

１
３

件
の

救
急

搬
送

に
阿

武
隈

東
道

路
を

利
⽤

。
◆

阿
武

隈
東

道
路

の
開

通
に

よ
り、

線
形

不
良

区
間

等
で

特
に

⾼
い

横
揺

れ
が

⽣
じて

い
た

箇
所

を
回

避
し、

⾛
⾏

安
定

性
が

確
保

さ
れ

た
こと

で
、患

者
や

医
療

ス
タ

ッフ
の

負
担

が
軽

減
して

い
る

。
▼
国
道
１
１
５
号
の
左
右
急
加
速
度
発
⽣
箇
所

※
単

位
（
G
）
と
は

、
加

速
度

の
単

位
で
、
重

力
加

速
度

を
1
.0
G
と
表

し
た
単
位
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
1
.0
G
=
9
.8
0
6
6
5
m
/
s2
で
あ
る
。

※
左
右
加
速
度
±
0
.1
5
G
以
上
の
揺
れ
：
最
高
血
圧
の
変
動
量
が
1
0
m
m
H
gを

超
過
す
る
傾
向
が
強
く
、
患
者
の
安
静
度
に
影
響
を
与
え
る
（
田
中
誠
柳
,滝

沢
潤
一
,藤

井
憲
英
,地

域
の
医
療
を
支
援
す
る
道
路
構
造
分
析
・
評
価
：
第
2
7
回
日
本
道
路
会
議
）

※
左
右
加
速
度
±
0
.2
0
G
以
上
の
揺
れ
：
不
快
感
や
嘔
吐
、
骨
折
な
ど
の
場
合
は
揺
れ
に
よ
る
幹
部
の
痛
み
な
ど
の
影
響
（
小
野
貴
彦
,広

島
市
立
大
学
大
学
院
情

報
科

学
研

究
シ
ス
テ
ム
工

学
専

攻
,知

的
制

御
シ
ス
テ
ム
救
急
車
用
ア
ク
テ
ィ
ブ
制
御
ベ
ッ
ド
）

▲
国
道
11
5号

の
左
右
加
速
度
の
発
⽣
状
況

開 通 前

︵ 国 道 １ １ ５ 号 ︶

福
島

県
⽴

医
科

⼤
学

病
院

相
⾺
市

飯
館
村

川
俣
町

福
島
市伊
達
市

左
右
加
速
度
±
0.
15
G以

上
左
右
加
速
度
±
0.
20
G以

上
開

通
後

2ヶ
⽉

内
で

13
件

の
救

急
搬

送
実

績
阿

武
隈

東
道

路
（

H
29

.3
.2

6開
通

）

開 通 後

︵ 阿 武 隈 東 道 路 ⾛ ⾏ ︶

-0
.3
0

-0
.2
5

-0
.2
0

-0
.1
5

-0
.1
0

-0
.0
5

0.
00

0.
05

0.
10

0.
15

0.
20

0.
25

0.
30

現
道

線
形

不
良

区
間 開

通
区

間
で

は
、

横
揺

れ
が

約
5分

の
1に

低
減

【相
⾺

地
⽅

広
域

消
防

本
部

の
声

】
■
阿
武
隈
東
道
路
の
開
通
２
ヶ⽉

間
で
、１

１
件

の
救

急
搬

送
時

に
⾛

⾏
しま

した
。

■
急

カ
ー

ブ
、急

な
坂

道
が

無
くな

り、
患

者
や

医
療

ス
タ

ッフ
の

負
担

が
軽

減
しま
した
。

（
H2
9.
6⽉

相
⾺
地
⽅
広
域
消
防
本
部
ヒア
リン
グ
調
査
）

国
道

11
5号

（
Ｇ
）

（
Ｇ
）

開
通
前
：
救
急
⾞
プ
ロー
ブ
調
査
結
果
H2
8.
8.
22
の
救
急
搬
送
時

開
通
後
：
⼀
般
⾞
プ
ロー
ブ
調
査
結
果
H2
9.
6.
16

阿
武

隈
東

道
路

の
並

⾏
区

間
で

は
、

左
右

の
加

速
度

が
⾼

く
横

揺
れ

が
頻

発

【公
⽴

相
⾺

総
合

病
院

の
声

】
■
開
通
2ヶ
⽉
間
で
阿
武
隈
東
道
路
を
2件

の
救
急

搬
送
で
使
⽤
しま
した
。

■
福

島
市

内
か

ら
応

援
に

来
て

い
る

医
師

9名
の

通
勤

に
利

⽤
され
、道

幅
が

広
くな

り安
全

に
⾛

⾏
で

き
、運

転
の

負
担

が
減

った
と意

⾒
が
あ
りま
し

た
。ま
た
、冬

の
運
転
に
お
い
て
も
、負

担
軽
減
が

期
待
され
て
い
ま
す
。

■
今
後
さら
に

開
通

区
間

が
延

び
る

と救
命

率
の

向
上

が
期

待
され
ま
す
。

（
H2
9.
6⽉

公
⽴
相
⾺
総
合
病
院
ヒア
リン
グ
調
査
）

資
料
１
０

※
１

【±
0.

15
G

 】
患

者
の

安
静

度
に

影
響

【±
0.

20
G

 】
患

部
の

痛
み

な
どの

影
響

▲
阿
武
隈
東
道
路
を
⾛
⾏
す
る
救
急
⾞
両

⾄
相

⾺
市

⾄ 福 島 市
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③
阿

武
隈

東
道

路
開

通
に

よ
る

道
路

利
⽤

の
潜

在
的

な
変

化

◆
相

⾺
市

・新
地

町
と福

島
市

の
通

勤
や

営
業

等
に

多
くの

利
⽤

者
が

阿
武

隈
東

道
路

を
利

⽤
。

◆
阿

武
隈

東
道

路
の

開
通

後
、従

来
の

通
勤

経
路

を
⾒

直
し、

国
道

11
5号

に
通

勤
経

路
を

転
換

す
る

⼈
が

現
れ

て
い

る
。

◆
安

全
・安

⼼
に

⾛
⾏

で
き

る
こと

で
利

⽤
者

の
精

神
的

・⾁
体

的
負

担
軽

減
に

繋
が

って
お

り、
今

後
の

開
通

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。

資
料
１
０

阿
武

隈
東

道
路

H
29

.3
.2

6開
通

延
⻑

10
.5

㎞

伊
達

市
役

所

国
⾒
IC

新
地

町
役

場

国
⾒

町
役

場

東
北

中
央

⾃
動

⾞
道

相
⾺

〜
福

島

6

相
⾺
市

1
1
5

飯
舘
村

南
相
⾺
市

伊
達
市

新
地
町

丸
森
町

国
⾒
町

桑
折
町

福
島

県
庁

3
4
9

3
9
9

4

1
3

川
俣
町

Ｅ
4

Ｅ
13

Ｅ
６

福
島
飯
坂
IC

福
島
⼤
笹
⽣
IC

福
島
JC
T

福
島
⻄
IC

南
相
⾺
IC

南
相
⾺
⿅
島

ス
マ
ー
トI
C

(仮
)阿
武
隈
IC

(仮
)福
島
北
JC
T

相
⾺
IC

(仮
)国
道
4号

IC

相
⾺
⽟
野
IC

(仮
)霊
⼭
IC

(仮
)福
島
保
原
線
IC

相
⾺

市
役

所

南
相

⾺
市

役
所

飯
舘

村
役

場

桑
折

町
役

場

相
馬
市

福
島
市福

島
花

卉
卸

売
市

場

新
地
町

建
設
現
場

仕
入

れ
・
営

業
等

の
時

間
短

縮
と
負

担
軽

減

1
1
3

3
4
9

1
1
5

川
俣

町
役

場

【凡
例
】

変
更
後
経
路
（
国
道
11
5号

）
従
来
利
⽤
経
路
（
国
道
34
9号

・国
道
11
3号

）

【福
島

市
建

設
業

者
の

声
】

■
新
地
町
の
現
場
に
約
15
0⼈

の
従
業
員
が

働
い
て
い
ま
す
。作

業
⼯
程
で
⼈
数
の
変
動

は
あ
りま
す
が
、そ
の
うち
50
〜
80
⼈
程
度

は
福
島
市
内
よ
り通

勤
して
い
ま
す
。

■
阿
武
隈
東
道
路
の
開
通
後
、通

勤
経

路
を

国
道

34
9号

、国
道

11
3号

か
ら

国
道

11
5号

に
変

更
す
る
従
業
員
も
現
れ
て
い
ま

す
。

■
安
全
・安
⼼
に
⾛
⾏
で
き
、精

神
的
・⾁
体

的
負
担
軽
減
に
繋
が
って
い
ま
す
。

【相
⾺

市
内

花
屋

経
営

者
の

声
】

■
週
２
回
、福

島
市
内
の
花
卉
卸
売
市
場
か

らの
仕
⼊
れ
の
際
、阿

武
隈
東
道
路
を
利
⽤

して
い
ま
す
。

■
到

着
時

間
が

短
縮

し、
運

転
の

負
荷

も
減

り
ま

した
。

【相
⾺

市
商

⼯
会

議
所

の
声

】
■
福
島
市
や
⽶
沢
市
で
の
会
議
で
週
２
〜
３
回
利
⽤
して
い
ま
す
。

■
阿
武
隈
東
道
路
の
開
通
で

到
着

時
間

が
読

め
る

よ
うに

な
り、

安
⼼

して
⾛

れ
る

よ
うに

な
りま

した
。

■
相
⾺
市
、福

島
市
、⽶

沢
市
の
商
業
部
会
で
相
互
に
連
携
して
⺠

間
交
流
の
活
性
化
を
図
る
取
組
み
を
⾏
って
い
ま
す
。⼀

⽇
も
早
い

全
線
開
通
を
望
み
ま
す
。

新
地
IC

相
⾺
⼭
上
IC

通
勤

経
路

の
転

換
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